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通所連絡会第２回定例会 

平成 24 年 9 月 25 日（火）に第 2 回通所連絡会定例会と

して、三軒茶屋リハビリテーションクリニックの長谷川幹

先生による『国際生活機能分類の理解、主体性の再構築』

と、理学療法士の中島鈴美さんによる『身体の変化と対応、

通所での取り組み』を成城ホール集会室Eで開催しました。 
リハビリの専門医である長谷川先生や理学療法士からの

目線で通所事業所に求められているポイントや利用者様自

身が発する自主性の重要さなどと

できました。また本日参加した多

からアンケートで有意義な講習会

た。 
この講習会は昨年、一昨年と毎

を頂戴して実現しています。来年

した、通所系事業所に役立つ講習

ばなと思っています。通所連絡会

事業で現場が必要とする情報を発

す。 
次回は 11 月 20 日火曜日に成城

伸夫先生による認知症の講演会を

事務局である世田谷区福祉人材育

連絡ください。こぞって参加頂け

します。 

せ

おおしま整形喜多見

世田谷区介護サービスネットワーク シンボルマーク選考

 今年度募集した世田谷区介護サービスネットワークのシ

ンボルマークについては、運営委員及び事務局による厳正

な選考の結果、京都市在住の居関孝男さんの作品に決定し

ました。（タイトルに入っています。）居関さんによると、 
世田谷区の「せ」を用いて、笑顔で介護する人・される人

を描いたそうです。ハートから愛情・サービス、円形から

ネットワーク・区民の輪を表してあります。 
 平成 24 年 10 月 6 日（土）に運営委員が作成者の居関孝

男さんに、お礼と賞品とをお届け

グラフィックデザイナーの居関

体や学校、様々な商品などのデザ

した。 
居関さんのコメント「可愛い娘

なので、大切にしてあげてくださ

シンボルマークのコンセプトを

ークの輪を広げていきましょう。
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せたがや 
介護ネットニュース
ても貴重な講習会が開催

くの通所事業所系の会員

でしたと意見を頂きまし

年長谷川先生からお時間

もまた更にパワーアップ

会・研修会を開催できれ

ではより専門的に、通所

信できればと考えていま

ホールにて浴風会の古田

予定しています。詳細は

成・研修センターまでご

ますようよろしくお願い

たがや通所連絡会 幹事 

介護センター 土井知紀 

 
 

報告  

しました。 
さんは、これまでも自治

インを手がけてこられま

をお嫁に出すような気持

い。」 
実現するよう、ネットワ
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第 2 回 ス ポ ッ ト 研 修 を 開 催 し ま し た  

平成 24 年 9 月 24 日 成城ホール集会室ＣＤにて研

修グループ主催による、第 2 回スポット研修「バリデ

ーション」を開催しました。 
 今回の研修は認知症の症状を持っている方との関わ

り方を、グループホーム・小規模多機能やデイサービ

スなどで実際経験され、バリデーションティーチャー

としてもプレゼンターをたくさんされている武田みど

り氏に講師をお願いしました。 
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 102 名の申し込みがあり、95 名の方がご参加くださ

いました。 
いつもより早い 18 時 15 分からの開始にも関わらず、

8 割の方が開始時間前より来られ、ほとんど満席の中、

3 時間の研修を行いました。 
 武田先生の演技は「こんな利用者さんがいる！」と

頷かされたり、悲しみをこらえる利用者さんの重苦し

い沈黙の演技をされる先生、利用者さんの悲しみが先

生の演技を通じて伝わりました。誰もが迎える「死」

の瞬間、最後の時を生きていて良かったと、ほっとし

て天国に旅立っていかれるよう、そのお手伝いをする

のが介護者の役割だと実感しました。 
 参加者の中には涙を流されている方もいらっしゃい

ました。ご自分のご両親の最後のことを思い出された

そうです。 

残念だったのは先生の表情が後ろまで見えなかった

ことです。ステージを作り、1 段高いところで講義を

していただけばよかったと、反省しました。  

研修グループ代表 宮川英子 
 

連載 薬局からこんにちは (16) ～ 11 月 の 糖 尿 病 週 間 を ご 存 知 で す か ？ ～ 

世界中で糖尿病の患者数が増加しているおり、国

連では 11 月 14 日を世界糖尿病デーに指定し、世界

各国で糖尿病撲滅キャンペーンを実施しています。

日本においても、全国的に糖尿病予防と重症化防止

を推進していくため、今年は 11 月 14 日～20 日が

全国糖尿病週間とされています。 
 今回はこの糖尿病に関連したお話です。糖尿病の

患者さんに使われるインスリンなどの注射製剤や血

糖自己測定には針を使いますが、皆さんはこの針の

廃棄方法はご存知ですか？ 
 針は自宅では破棄することができず、必ず病院や

薬局などの医療機関で回収し、感染性廃棄物として

処理されます。専用の容器が指定される場合も多い

ですが、専用の容器の指定がない場合には、針が貫

通せず、きちんと蓋のしまる容器を用います。針が

たまったら医療機関に持参してください。 
 各医療機関によって、説明が少しずつ異なるかも

しれませんが、基本的に針は回収、その他のもの(イ
ンスリン製剤のカートリッジなど)はご自宅で破棄

することができます。 
使用済みの針は血液が付着しているため、正しい処

理方法をしないと感染症の拡大などにつながるので

注意が必要です。 
 薬や測定器の操作法だけでなく、破棄の方法まで

正しく患者さんにマスターしていただき、安全に使

用いただければと思います。 

薬局成城ファーマシー祖師谷店  大山孝子  

 

砧地域ご近所フォーラム 2013『災害時にこそ発揮される地域の連携』～顔の見える関係づくり～ 

日時：平成 25 年 3 月 16 日(土)13:30～15:30 
場所：成城ホール（世田谷区成城 6-2-1） 
内容：砧地域の避難所運営訓練等の取り組みについて（予定） 発表と意見交換会  
主催：砧地域ご近所フォーラム 2013 実行委員会 
問い合わせ先：砧総合支所保健福祉課   電話：03-3482-8193 FAX：03-3482-1796 
※会場内パネル・物品展示 12:30～15:30 



世田谷区からのお知らせ 

講演会のお知らせ  

 ３

「介護保険住宅改修のポイント～高齢者の住環境整備～｣  

日 時 ：平成２４年１１月１５日(木)  午後６：３０～８：３０ 

会 場 ：砧総合支所内 成城ホール（小田急線 成城学園前駅下車 徒歩４分） 

講演者 ：ＮＰＯ法人世田谷福祉住環境コーディネーター研究会 
内 容 ：平成２４年度介護保険住宅改修制度の変更点、図面・見積書作成上の注意点、 

事前訪問調査で改修プランが変更になった事例の報告 
また、住宅改修費支給申請時の注意点等について介護保険課職員が説明します。 

対 象 ：ケアマネジャー、住宅改修施工事業者、あんしんすこやかセンター職員等  

※事前申込みは不要です。直接会場へお越しください。多数のご参加をお待ちしています。 

【お問合せ】地域福祉部 介護保険課 保険給付係 

      ＴＥＬ：５４３２－２６４６ ＦＡＸ：５４３２－３０４２ 

講演会のお知らせ 

がん講演会「がんになっても安心して地域で過ごす」の開催について  

「最期まで自分らしく、自分の家で過ごしたい」 そう願うがん患者が自宅で安心して暮らし続けるためにど

うするべきか、支える家族の心構え、家族と主治医の協力のあり方を在宅ホスピスケアの先駆者である川越厚氏

がわかりやすくお話します。※電話かＦＡＸにて申し込み。入場無料。（先着 350 名） 
・日 時  平成２４年１１月１７日(土) 午後２時～４時 
・会 場  烏山区民会館 
・対 象  福祉、看護、介護などご興味のある方（区外在住の方もお申し込みいただけます） 
  【お問合わせ】 せたがやコール TEL：（０３）５４３２－３３３３ 

   FAX:（０３）５４３２－３１００ 

災害対策小委員会報告 

10 月 24 日に「世田谷区内介護保険サービス事業所

災害アンケート調査結果報告書」を全会員及びアンケ

ートに協力いただいた非会員事業所宛てに発送しまし

た。このネットニュースの前に各事業所に届いている

と思います。 
このアンケートは平成 20 年度に行った「意識調査」

に続く第二段で、世田谷区の協力をえて区の全介護サ

ービス事業所を対象として行いました。事業種が多い

ため、訪問系、通所系、介護支援、施設、グループホ

ーム・小規模多機能、福祉用具貸与・販売の６種に分

けた調査としました。回収率は全事業種平均 44.3%で

した。回答事業所の利用者数は、延べ１万７千人に上

ります。全国的にみても大規模な調査になったと思い

ます。 
アンケート結果からは事業種ごとの特徴や課題が読

みとれます。会員事業所においてこの調査結果を事業

所の災害対策にご活用いただけれ

ば幸いです。 
災害対策小委員会では、このア

ンケート調査結果を参考にして事

業種別の災害時対応マニュアルの

標準化や世田谷区と締結した「災害時応援協定」にも

とづく安否確認の方法を検討します。また、二次避難

所での介護サービスの提供方法などを検討することに

なります。 
今後は会員事業所のご協力をいただきながら世田

谷区介護サービスネットワークとしての災害対策を構

築して参りたいと思います。 
今後ともよろしくお願い申し上げます。 

世田谷区介護サービスネットワーク代表 
辻本きく夫 



研修情報・イベント情報 

【世田谷区介護サービスネットワークの今後の予定】 

 ＊日付の入っていないものは開催予定月。かっこ内

はテーマです。詳しい情報は後日ファックスまた

は郵便でお知らせします。また、ホームページで

も最新情報を発信しますのでご覧ください。 

  http://www.setagayaj.or.jp/kaigo/

 

 

◆通所連絡会☆  

第 3 回定例会：「認知症について考えよう」  

平成 24 年 11 月 20 日(火) 19:00～21:00 

会場：成城ホール集会室 CD 

講師：古田伸夫先生（浴風会） 

◆訪問介護連絡会☆  

第 2 回定例会：「居宅と訪問の関係作り」 

～サービス提供にあたって居宅（ケアマネジャー） 

と共通理解ができていますか？～ 

平成 24 年 11 月 12 日（月）18:30～20:30   

会場：成城ホール集会室 CD 

定員：60 名  

◆在宅介護経営部会☆  

第 3 回定例会：「訪問介護事業所の連携検討会」 

平成 24 年 11 月 22 日（木）19:00～21:00 

テーマ：「世田谷地域をモデルとした訪問介護事業所

の連携」 

会場：世田谷産業プラザ小会議室 

◆【世田谷区福祉人材育成・研修センターの研修】☆ 

1) 指導的職員研修  

平成 24 年 11 月 1 日（木）,2 日（金） 

9:30～17:15 

会場：世田谷区社会福祉事業団本部 

2) 介護福祉士国家試験筆記試験対策講座  

平成 24 年 11 月 10 日（土）、11 日（日）、17 日（土）、

18 日（日）、24 日（土）9：30～16：30 

会場：研修センター 

3) 相談援助研修  

平成 24 年 11 月 13 日（火）14：00～17：00  

会場：研修センター 

4) ケアマネ現任研修    

平成 24 年 11 月 16 日（金）14：30～17：00  

会場：研修センター 

5) 同行援護従業者養成研修  

① 平成 24 年 11 月 19 日（月）～22（木） 

② 同 11 月 26 日（月）～28 日（水） 

9：00～16：00 会場：研修センター 

6) サービス提供責任者研修【現任 1】  

  平成 24 年 11 月 27 日（火）18：30～20：30 

  会場：研修センター 

7) 相談援助研修  

 平成 24 年 12 月 6 日（木）14：00～17：00 

  会場：研修センター 

8) 精神障害者ホームヘルパー基礎研修 2 

平成 24 年 12 月 11 日（火）14：00～17：00  

会場：世田谷区社会福祉事業団本部 

9) 認知症ケア研修（実践事例 2）   

平成 24 年 12 月 13 日（木）14：00～17：00  

会場：成城ホール 

10)認知症ケア研修（専門 1）  

平成 24 年 12 月 14 日（金） 14:00～16:00 

  会場：北沢タウンホール 

☆ 詳しくは下記にお問い合わせください。 

世田谷区福祉人材育成・研修センター  

電話：5429-3100 

 

編集後記  

◆災害アンケート報告書を会員事業所及び非会

員でアンケートに協力いただいた事業所にお送

りしました。◆世田谷区介護サービスネットワー

クのシンボルマークができました。これからの活

動に使用し、世田谷区介護サービスネットワーク

の知名度を上げていきたいと思います。◆今号か

ら選考したシンボルマーク使った紙面になりま 

 

 

した。◆暑く長い夏が終

急に冷え込むようになり

ように。◆秋刀魚、柿、

ど秋の味覚は豊富です。

◆「秋風に ゆれるコス

うかん）」（蒼生） 

 

会員事業所の研修、イベントの情報を掲載します。ネット

ニュースは、隔月奇数月に発行します。希望者は、事前に

事務局にお問い合わせください。ただし、掲載できるのは

非営利の研修、講演会、イベント等に限ります。
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わったと思ったら、朝晩

ました。お風邪を召さぬ

栗、松茸、戻りカツオな

せいぜい堪能しましょう。

モス 寂寥感（せきりょ
問い合わせ先 
社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団  
世田谷区福祉人材育成・研修センター

電話：03(5429)3100、FAX：03(5429)3101 

http://www.setagayaj.or.jp/kaigo/

